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37．英国の Cardiff周辺の海岸で観察 された礫 ・砂の 分級現象

　　　　　 宇多高明 （（財）土木研究セ ンタ）・山本幸次 （国総研）・熊田貴之 （日大大学院）

Takaaki　UDA
，
　Yoji　YAMAMOTO 　and 　Takayuki 　KUMADA ： Sorting　of　sand 　and 　gravels

observed 　at　coasts 　il　Cardiff，　England

　英国 Cardiff近傍の 海食崖 と Pebble　beachで 海岸調査 を行 っ た．こ の 結果 ， 海食崖起源の礫が

海食崖の 基部に帯状 に堆積 して沿岸方向に緩や かに移動する
一

方，帯状 の礫浜の 沖 には細砂が

堆積 し た 非常 に勾配が 緩 い 海浜の 形成が 見出 された．海岸で の 礫 浜構成材料の 中央粒径 は

lO「cm の オ
ーダーで ある の に対 し，礫浜 の 沖合に存在す る緩勾配の 海底面 を構成する 土砂の 中

央粒径は 10
−2CM

の オ
ーダーで あ っ た．すな わち両者で は中央粒径で 見て 103オー

ダ
ー

の 違 い が

あ っ た．一
般に ，前浜付近 の 勾配 は粒径 に大 きく依存 して お り， 粒径が大 きけれ ば勾配が大 き

く， 粒径が小 さければ緩勾配 となる ．こ の こ とを考慮 して観察結果 を模式図 として ま とめ た ．

著 しい 粒径変化が縦断面内で 起 きて い る こ とを考慮 して ，い ま縦断面で 考える と，粗 な粒径の

安定勾配を tan β1，細砂 の 安定勾配 をtan β、 と し た とき
，

ある初期勾配 tan θの 海浜断面 内に

両者の 混合 された底質が 置かれ た場合 ，粗な粒径はその勾配が tanβ、 に ， そ して細砂 は勾配が

tanβ、 にな る べ く， 岸向き ・沖向きに移動する ．こ の と き，岸側の 地形変化の 限界 は波の 遡上

高 h，で 定まる し，沖合 で は波に よる地形変化 の 限界水深 h。まで の 範囲で土 砂が動 かされ
， それ

以深 で は安息角を保ちなが ら土砂が落ち込む．さ らに完全な縦断変化で あれ ば縦断面内で 土砂

収支が成立す る とい うもの で ある ．103オ ー
ダ
ーも異 なる 粒径か ら構成 され た土砂が海浜材料

となっ て い た ため，それ らの 材料 ご と に安定 な勾配が大 き く異な り， 結果 として 見事な分級が

行 われた と考え られ る．同時 に現地調査 を行 っ た海岸で は潮位変動が約 8m もあ るた め に ， 満

潮時の 波浪作用で は高 い バ ーム の 形成が 促 され た と推定され る。
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38．潟湖の 堆積速度とそ の 地形工 学的意義

　　　　　　　　　　　　　　　三 井伸吾 （武州瓦斯 ， 元中央大 ・院）・鈴木隆介 （中央大）

Shingo　 MITSUI 　 and 　 Takasuke　 SUZUKI ： Rates　 of　sedimentation 　 in　 lagoon　 and 　 its

significance 　from　the　viewpoint 　of　engineering 　geomo叩 hology

　日本の 潟湖内の 河成堆積物 は総厚数十 m 以下で あるか ら， 潟湖内の 河成堆積物の 総量 は初期

の 潟湖 （堆積可能域）内の 陸上堆積域 （堆積低地）の 面積 （A 、）に 比例す る と仮定 し，そ の 陸

上堆積域の 面積増加速度を潟湖の堆積速度 とみ な した．顕著な人工 的地形改変の ない 潟湖 （全

国 35地域の 64 個）を対象に，陸上地形 に つ い て は明治時代 に測量 され た 5万分の
一

地形図，

海底地形に つ い て は現在の 20万分の 一地勢図を用 い て ，各種の 地形計測 を行 っ た．陸上堆積域

面積 とそれ に 関与す る と考え られる主要な変数 （侵 食域 ・堆積域 ・海底 の 各種地形量
，

流 域地

質，年降水量）との 個別的な関係 を検討 した結果 ，陸上堆積域面積 （A 、 ，km2 ）は谷口 か ら上

流 の 侵蝕域面積 （Ae，　km2＞お よ び流域 内の 平均年降水量 （P ，　mm ／y）に比例 し，堆積可能域

の 形状係数 （A ，）に反比例 した．ただ し，A ，
＝A ，IL，

2
で あ り，A ，

とLp は そ れ ぞれ堆積可 能域 の

面積と縁辺長で ある．それ らの 関係 を累乗関数で 回帰する と次式で表せ た．A 、
＝ a （A 。　PIA，）

b
．

こ こ に，a と b は定数であ り， a ＝ 4．15 × 10
−i°

，
　b ＝ 0．89 の 値を もつ ．そ こ で ，堆積年数 （t，

y ） を縄文海進最 盛期の 年代 （6000年 と仮定〉 と同 じで あ る とする と，潟湖 の 平均堆積速 度

（AUt ，　km2／y）は次式で 与えられ た ．」4 ，／t　＝ 　4．15 × 10
−m

（A 。　PIA ，）
° 89

．・一
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